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報告

被爆2世の平さ
んに学習会を
してもらいま
した。

一人ひとりの
想いこそが大
切ではなので
しょうか。

新学期で、防災
の提案やリ・リ
パックの話をし
ている会員もあ
りました。

01 学習会
『ヒバクシャ国際署名』

ヒバクシャ国際署名を説明できますか。
ヒバクシャ国際署名という名前を聞いたことがある人は多
いのではないでしょうか。ヒバクシャ国際署名は核兵器廃
絶を願う人たちによって行われている署名活動です。今回
はまずは『ヒバクシャ国際署名』をきっかけに平和や国際
について考えることを目的に学習会を行いました。
このように平和や国際について考える学習会を開きたい！
という生協があれば担当事務局までお声がけください。

02 発信も見据えた
感想交流

誰かに伝える。広げる。

自分が学ぶだけで終わってしまうのはもったいないので、
各大学で何を伝えていくかを話し合いました。ただ署名す
るだけで終わるのではなく、一つの意見をもって署名する
ことが大事だと思います。みなさんも一度各生協で職員と
一緒にヒバクシャ国際署名について話し合い、新たな一歩
を踏み出してはいかがでしょうか。

03 一人で悩む必要はないよ
みんなで考えよう。

他大学の学生委員と悩みを共有

班ごとで、自大学で社会的課題について考える上での悩み
ごとやこれからどんな風に推進していきたいか議論しあい
ました。話の中で新学期活動が忙しく、何も活動できてい
ないとの声もある一方で、新学期の取り組みに社会的課題
の要素を「ちょい足し」しているところもありました。
みなさんもどんな活動ができそうかを学生委員会で話し
合ってみましょう。
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社会的課題推進委員会＃3

開催概要
日時：03/19（火）18:00～21:00
場所：池坊短期大学第一会議室
推進委員：
工繊（２）、BKC（１）、深草（４）、奈教
（１）、奈県（１）、OIC（１）、府立（３）、
滋賀県大（１）、橘（１）、今出川（３）コン
シューマーズ京都（１）、ブロック（４）

9会員18名
の参加がありました！

当日のタイムスケジュール



推進するため
に、まずは
チームで学習
中です。

SDGsについて
考えるきっか
けにもなる
ニュースですね

04 平和国際チーム

05 防災チーム

06 環境チーム

+A ちょっコラム
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[ 吉村 暢基 ]

次回の社会的課題推進委員会は4/18です！

4月の学習会は『防災』について扱う予定です。みな
さんは防災模試を受けましたか？まず、知っていま
すか？初耳の人はぜひ調べてみましょう。

環境問題への理解を深められる学習会を

5月の推進委員会での学習会内容について話し合いました。
他のチームの推進委員にどういったことを学んでほしいの
かを考えました。その中で、まずは「身近な環境問題」を
テーマに考えてもらい、環境問題への理解を深めてもらう
ことを目標にしました。今後は第2回エコワングランプリ
の準備もチーム一丸となって頑張っていきます！（児島）

リサイクルや
ごみ分別など、
自分の周りの
環境問題から
考えました。

月ごとに分け
て、どの時期
にどのような
ことがあるか
を出してから
考えました。

「知り、知らせ、考え、話し合い、行動する」

上記の方針を念頭に置き、年間スケジュールや6月の平和
国際の学習会をのどのような内容にするかについて話し合
いました。他のチームの推進委員にどんな人の話を聞いて
もらいたいかを考えました。LGBT,核関連,自衛隊や外国人
労働者などたくさん出ました！推進委員以外にも広めてい
けるように自分たちが率先して知り、考えて行動していこ
うと思います！（伊藤）

ノーベル平和賞受賞のマララさん
国際女性会議 講演のため初来日

女子らが教育を受ける権利を訴え続け、2014年に史上最年少
の17歳でノーベル平和賞を受賞したマララさんが東京で開催
される国際女性会議「WAW！」に参加するために来日。
日本では性別関係なく教育を受けていると感じている方が多
い中で考えさせられるニュース。そもそも本当に日本でもな
いと考えられるのか。性別は違えど他は何も変わらない。
身の回りにもそのようなことが潜んでいるかもしれない。
ぜひみんなに考えてほしいと思いました。（伊藤）
○国際女性会議って？
→https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/pc/page23_002346.html

まずは推進委員が防災知識をつける

次回の推進委員会内での学習会で防災に関して学びたい
テーマについて話し合いました。推進委員として学生委員
に防災を広めるために、「まず自分たちが防災知識をつけ
る」ということに焦点を当て、進めています。また、今年
度も学生委員向けに防災に関する活動を向上できるような
企画を考え中です。（西山）


